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1.はじめに
者にとって、福井という地方に居を構えたのが、
バブル経済の渦中ともいえる 1989年であった。以来約
20年余り、生活者としてのgを持ちながら、身近な地
元諸都市のまちづくり関連の計画に関わらせて頂いた。
振り返ってみると、世紀の変わり目を含むこの間の社会
経済状況、その中での都市や地域自体のありょう、さら
には分権化の推進や都市や交通関連の法制度改正は大き
な転換期というに相応しいことを実感する。同時に、 20
年というのは都市計画で言えば基本計画の目標期間であ
り、各種都市インフラ整備の計画から供用に至るプロセ
スを内包する期間でもある。こうした意味で、都市や交
通の計画を専門とする者にとって研究、実践両面におい
て非常に貴重な機会と場を持ち得たと思っている。
本稿では、限られた地方地域(福井)からの発信と
いうことにはなるが、録者自身の経験の中からいくつか
の事例を紹介しつつ、思うところを述べてみたい。
2.地J方中心都市としての福井市
のまちづくりかう1)
( 1 )戦災 ・震災復興を起点とする近代的まちづくり
福井市は全国多くの地方都市と同様、城下町をその
起源とし、戦災から復興した都市である。ただ、大きく
異なる点は、戦災の3年後 (1948)に直下型大地震で壊
滅的打撃を被ったことである。この天災に市民は再び打
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ちのめされることになったが、その時が戦災復興区薗整
理事業に本格的に取り掛かるために特別都市計画法に基
づく移転命令を出した二日後であったことから、 震災復
興も加わり復興事業に弾みがつくことになった。「転禍
為福」の強い意志のもと、園、周辺地域からの支援も
得て官民総力を挙げて復興区画整理事業が進められた。
その結果、 1969年にはいち早〈復興事業完成式を終え、
ゆったりした街路、緑なす街路樹と公園、そして下水道
が完備した先進的近代都市として称賛されることになっ
た。
その後、都市拡大の圧力が高まる中で、復興事業の経
験を足掛かりに、公共主導の先行的区画整理事業が次々
と展開された。その背景には、区画整理事業ノウハウが
行政民間に蓄積されていたこと、また市民(地権者)
の中に区函整理事業に対する理解が浸透していたことも
あった。こうしたことは、今に至るまで福井市の都市計
商 事業の底流をなして継承されており、例えば市街化
区域に対する区画整理事業施行率の高き (面積ベースで
約79% (施行中含む))、都市計画道路整備率約83%(い
ずれも 2010年現在)等の実績に表れており、都市イン
フラという貴重な資産を持ち得ているのである。
「都市計画の母Jと言われる区画整理事業を中心に、
行政による事業主導で形成されたという点で、我が国の
近代的まちづくりの優等生であり、新都市計画法やその
後の改正等にもいち早〈対応(全圏第一号線引き都市、
再開発地区計画導入、特定商業集積適用第一号等)して
きた経緯をみると、適不適はともかく法定都市計画に
則って活実にまちづくりを進めてきたといえる。
以上のような経緯と実績から、福井市は、まちづく
りをめぐる諸状況の大きな転換期にある中で、現行法制
度に内在する限界と課題(見直しポイント)を採る上で
格好の対象といえるのではなかろうか。
別な見方をすれば、街路をはじめ近代的な都市イン
フラ整備を着実に進めてきたことが、モータリゼーシヨ
ン促進の下地づくりに寄与し、連動して車利用を前提と
した都市機能分散立地に結びつき、過度な車依存、中心
市街地の衰退と低密分散型都市構造といった、現在全国
諸都市で直面している深刻な都市問題の顕在化という点
で先んじているともいえる。
(2)福井市の都市構造の諸相とその背軍
福井市行政域(人口約26.7万人 (2010) の全体像を
眺めると、都市計画区域と区域外、そして都市計画区域
内は市街化区域と調整区践に区分されている。都市計画
区域に焦点を合わせてズームインすると、区域区分線を
境に、都市的土地利用と非都市的土地利用が実態として
概ね明確に区分されている。法制度が機能しているよう
に見える。しかし、さらにズームインし、用途も加味し
て眺めると市街化区域内において中'L'、部以外にも高次都
市的機能の集積地が点在している状況が浮かu'上がって
くる。都市開発の飛び火による高次都市機能のスプロー
ル化ともいえる構造である。そして翻整区域内を子細に
みると、田園の中に大規模な駐車場付きの公共文化施設
(音楽堂、図書館等)、大規模病院等が点在しているのが
見える。
さらにズームインし、福井駅周辺に焦点を合わせる
と、駅に近接して福井の礎である北の庄城祉、福井域社、
商業中心、業務中心さらには盛り場中心がコンパクトに
収まっている中心部を目にする。ちなみに中心市街地活
性化区域はわずかに 105haであり、例えば富山市(人口
約42.2万人 (2010))と比較すると、人口規模は異なる
が4分の l以下の規模である(図 l参照)。
市(圏)に共通するところでも，あろう。しかし、前述の
ように福井市の場合は、低密分散型都市構造への移行、
それと関連するモータリゼーションの進展、並行しての
中心、市街地の衰退問題の顕在化等が全国の中でもかなり
早い時期から見られ、その遂行程度も高いことが特徴と
いえる。
こうした状況に至る背景 要因について、成長型社
会の中で進められてきた近代的まちづくりに内在する諸
問題を浮かび上がらせる一助として、福井市の進めてき
た都市計画やその周辺状況と関連づけて思うところを述
べてみたい。
一つは、明確なビジョンを共有しない中で、都市拡
大圧力以上に区画整理事業による都市基盤整備が先行し
たこと、そうしたエリアで最も規制の緩い準工業地域指
定が多用されたこと(市街化区域内の約 25%)等が市
街化区域内での自由な都市開発を促した。さらに言え
ば、都心再構築に取り組み始めた以降の 1995年時点に
おいても、二つの区画整理事業(新幹線用地を確保する
という狙いもあった)を前提に大規模な市街化区域の拡
大がなされたことは象徴的であり、その一つの地区では
大規模商業施設のみならず、新聞社、放送局、病院等が
立地する、まさに車に溢れるエッヂシティの様相を呈し
ている。マジヨリティである車利用可能層の多様化する
消費者ニーズ、それに応える市内外の流通事業者の立地
庄力、営農意欲の低下 後継者難に直面している農業地
キ| 闘の意向等仏政治と高い都市計画行政能力が応えた
.oふ | 結果ともいえる。用途のみならず構造耐周年数的にも混
在し、未だに立地が進むこうした新市街地は将来不良化
づ。 1 する可能性大であり、出来るだけそうさせないためにこ
i 
市街化区域内(主にm工業地域箔定I~区)での
大規慎集客施設・高!x都市機能の分散立地
市苗化制整区壊での大規模公共施政立地
南北に隣接する非線引き都市計画区桜
図1 福井市の都市備造
次に、ズームアウトして隣接市町もその視野に入れ
てみると、市街化調整区域の南北外側には、農地の中に
スプローJレ的に占在する住宅群、小工場や流通施設群等
が見えてくる。こうした地域は、福井都市計画区域に隣
接する鎖北北部広域都市計画区域、丹南都市計画区域(と
もに来線引き)それぞれの用途白地地域である。
これが、現行の都市計画とこれまで進めてきた結果
としての都市構造の現実であり、全園地方中心 中核都
れからどう対処するか、さらにはハードな再構築が先行
している中心市街地の機能整備とどう整合させていくか
については重い課題を抱えているといえる。
二つには、先の都市計画法改正 (2007)によって公共
公益施設も開発許可を必要とするように改正されたが、
福井市では前述の通り、この改正以前に主だった文化施
設が調整区域はじめ郊外部に立地してしまっている。い
ずれも当時県民 市民が必要とした施設であり、市街化
区域内中也、部にその用地を求め得なかったという事情は
あったのだろうが、都市計画の議論とプロセスを跨むこ
となく整備されたわけである。「あるべきところにある
べき機能を(出eright function at the right place) Jと
いうアメニティ原則の無視、範となるべき行政が率先し
た郊外化の民に対する影響、中心市街地活性化のための
重要な導入機能(現時点での選択肢)の喪失といった点
は、今後のまちづくりを行う上で反省すべき点と言えよ
う。近視眼的視野やニーズにとらわれない次世代を見据
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えた>t備のタイミング(天の時)、場所性を踏まえた適
正な機能立地(地の利)を十分に働酌した上でことを進
めることが、成熟型社会では特に求められる。成長型社
会での誤りはダイナミツクな社会変化の中である程度回
復、軽減されたかもしれないが、これからの成熟型社会
の中では取り返しのつかない深刻な禍線をもたらしかね
ない。
三つには、現在重要な課題として指摘されているよ
うに、やはり広域調獲の仕組みがないか、全く働いてい
ないことがあげられよう。地方の基礎自治体は、人口
減、経済の低迷、そして税収減に直面しており、それぞ
れ地域経済再生、雇用の創出指向が強い。こうした中で、
大規模集客施設や事業所の誘致は重要施策の一つであ
り、その受け入れを歓迎してきた(未だしつつある)の
が実態である。そしてこれを下支えしたのが、モータリ
ゼーションと一体となった道路整備、それによる市民の
活動圏の広がりと立地自由度の拡大であり、土地利用上
の緩規制地威の存在である。推察ではあるが、先に見た
福井市の市街化区域の鉱大は、隣接未線引き市町への転
出を食い止め、また新規立地を受け止めるための線引き
都市・福井市の対抗措置という見方もできる。経済面に
偏った地域 都ー市間競争と基礎自治体の各種権限の高ま
りは、個々の閉じた行政域の短期的最適解指向をもたら
し、長期的には実態広域都市闘の活力を低下させること
になりかねない。都市計画的には、現行制度において広
域調整機能を果たしうる一つの手立ては都市計画区域マ
スタープランであり、その策定主体である県ということ
になろう。現在、福井県もその改訂作業が進められてい
るが、どこまで実効ある手立てを持って踏み込めるかが
問われているといえる。
(3)高次都市機能分散化の中での中心市街地再生への
取り組み
都心衰退という問題が先行する中で、福井市におい
ては 1980年代において既に ]R福井駅周辺(都心部)再
生に向けた都市インフラ再構築、加えて北陸新幹線を視
野に入れた鉄道高架問題が都市計画上の主要課題のーっ
として持ち上がっていた。論点は、新幹線と在来線の二
重高架にこだわるか、それとも不硲実な新幹線を切り離
し、在来線を単独高架として先行させて駅周辺整備に若
手するかということであった。
結局、衰退しつつあった駅周辺部の活性化が急務、
そのためには戦災 震災復興で整備された都市インフラ
の再構築(在来線単独高架と駅周辺区画整理事業、 1992
年ともに事業認可)に先ずは取り掛かるべきということ
になった。その当時のこの選択は妥当なものであり、ま
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た中心市街地活性化の取り組みという点でも先んじるも
のであったといえる。それ以降約 20年を経過する中で、
戦災復興事業後の全国に先駆けた二度目の区画整理事
業(約 16ha)、しかも東西駅前広場等を含む40数%の
公共用地を生み出すという難事業をほぼ完了にまでこぎ
つけ、 2∞5年には ]R北陸本線の高架事業完了、併せて
訳裏であった東口の再開発(アオッサ)ピル開業に至っ
ている。現在大詰めの西口再開発事業と同駅前広場の一
体整備に着手する段階にある。行政主導のハード事業は
着々と進んでいるかに見えるが、その目的とする都心再
生 活性化の成果発現は後れを取っていると言わざるを
得ない。満足げな笑みを湛えながらまちを楽しむ人の賑
わいがまだまだ見えないのである。
こうした状況の要因を挙げるとすれば、一つには都
心再構築への取り組みと郊外での基盤整備、開発誘導と
がほぼ時を同じくして始まり、同時進行状態にあるこ
と、二つにはこの両者がともに市民の要請であったと L
ても、将来のまちのあるべき姿を共有することが不十分
な中で進められていること、従って効率、利便性指向が
根強い中で未だ多くの市民が日常の生活活動の場を郊外
に置き、都心再生に対する強い思いが十分に授透してい
ないことがある。さらに重大な点を敢えていうと、人を
迎え入れ、もてなすべき都心の商業者や地権者の意識で
あり行動であろう。都市にとってその中心部は長い年月
の中で公共投資が最もなされた場であり、人の往来を時
間軸で積み上げた場合その密度が最も高い。つまり人の
交流が紡ぎだす都市の文化、歴史が濃縮している場なの
である。都心部会体が、世代を超えた全ての市民が共有
すべき公共空間なのである。私権まして既得織を盾にし
たり、現在の業態に過度に固執したりすることは本来控
えるべきといえるのではなかろうか。
福井市のみならず地方都市にとって、機能集約型都
市機造への転換、その中核をなす都心の再生ー活性化は
当面まちづくり上の最重要課題であり、 30年、 40年に
亘って今に至った状況を変革させることは決して容易で
はなく、同じかそれ以上の時間を必要とするであろう。
駄米の先進的と言われる諸都市も、その多くが 1970年
頃を転機にまちづくりを積み重ねてきたのであり、また
都'L、部の再生は「まちにより良い生活をjという市民共
通の願いの一つの帰結であったのである。遅々として進
まない様に見える中心市街地活性化への取り組みを次の
段階へとプレークスルーさせるために学ぶべきことは、
事業手法や各種施策だけではなく、 Aに些かな生活とは
何かを市民自身が自らに問いかけ(そうした状況を演出
する)、そして共有する(共有すべくまとめ上げて目標
とする)という基本に立ち返った取り組みといえよう。
近代的都市インフラの上で展開されてきた流行(使い捨
て)のまちづくりを改め、それぞれの都市が持つ証二の
歴史、文化の中にある不易なるものを見出し、その上に
世代を超えて共有しうる「より良い生活」像を創造して
いくことこそが、転換期に求められるまちづくりなので
ある。
福井市も、こうした点は十分認識しており、最初の
都市計画マスタープラン (2∞0)において「人と文化を
結ぶ『歩けるjまち~ヒュー7 ンスケール都市」を掲げ、
コンパクトシティ化の推進を打ち出した。さらに 2010
年の改訂ではこのコンセプトを発展させ、「暮らしの豊
かさを実感できる I歩きたくなるjまちを目指してJの
もとで、「中心市街地と地域拠点が公共交通ネットワー
クにより有機的に結ぼれた都市」づくりの推進を主要な
柱として掲げている。既存鉄軌道等のストックを活かし
た都市構造の再構築、其の坐かさを実感できるまちづく
りに向けて踏み出したわけであり、マスタープランを踏
まえたまちづくりの今後の展開を期待したい。
3.車依存地域における鉄道再生
と地域・まちづくり
(1)車依存の現状
地方都市が現在抱えている諮問題の線源の一つに、過
度ともいえる車依存があることは間違いない。加えて、
環境社会 経済等あらゆる面での持続可能な社会の形
成という今目的課題への対応という点でも、過度なIp-依
存からの脱却、公共交通の再生、徒歩や自転車利用環境
の改普に向けた交通体系の抜本的見直し、それも土地利
用等まちづくりと連携した再僻築は必須要件である。
こうした中で、福井市(都市圏)は、 1989年時点(第
2回PT翻査)で、代表交通手段自動車の分担率が既に
約61%、第 1回調査時 (1977)から 13ポイントの増加、
対して公共交通の分担率は、 JR(北陸本線越美北線)
に加えて、福井市を起点に周辺諸都市を結ぶ二つの地方
鉄道(福井鉄道福武線(市内軌道含む)ー京福電鉄(当
時) 2路線)が都市圏の骨格紬を形成しているにもかか
わらず、わずか約4%という状況にあった。さらにその
約 15年後、 2∞5年時点(第3回PT調査)では自動車
分担率76.6%、公共交通のそれはわずか2.5%、徒歩・
自転車20%という状況にまで至ることとなる。
まさに、全国有数の車依存社会であり、過度なIP-依
存からの脱却はじめ交通やまちづくりにおける大転換を
図るという点においても、他の地方中心 中核都市に比
して緊急性と困難性を抱えているといえる。
(2)車依存見直し、そして公共交通再生への転換点
上述のような現状にある椅井市(都市圏)においても、
徐々にではあるが車依存からの脱却、公共交通の再生に
向けた取り組みへのシフト、それを支持する市民意識が
芽生えつつある。都市計函マスタープランによるその方
向付けと発信の影響等もあろうが、最も大きな転機と
なったのは、二度の事故による突然の京福電鉄運行休止
/パス代行代替J(2∞l. 6 -2003. 7)と「えちぜん
鉄道としての再生 活性化J(2∞3.7-)という経験で
はなかろうか。前者は「予期せぬマイナスの社会実験」、
福井方式ともいえる仕組み(上下分離/県 沿線市町
民としての住民事業者の関与)でのえちぜん鉄道(三
セク)としての再生とその後の取り組みは「地域を挙げ
て地方鉄道の再生・活性化の可能性を検証するプラスの
社会実験」とみなすことが出来る。この経緯とその中か
ら地域が学んだことの詳細 2)についてはここでは省く
が、要約すれば、一つには突然の運行休止/パス代行と
いう状況に位かれたことによって、利用者だけでなく沿
線住民それぞれが生活者の視線から、公共交通としての
鉄道の存在価値、それにより得ていた多様な恩恵 便益
と、過度な車依存社会に内在する問題等を経験を通して
認識したことである。二つにはそうしたこと を受けて、
行政だけでなく地元経済団体 市民が公共交通運営に関
与し、支えることの必要性を認識し、実際にその仕組
み(福井型上下分離方式)を作り上げたこと、つまり道
路政策一辺倒ともいえる状況から本来の交通政策に目を
向け始めたことである。そして三つには「交通(移動)J
の本質(派生需要)に気づき、都市構造(土地利用)と
交通体系とを関連付けたアプローチ(交通まちづくり)
の重要性を認識したことである。こうしたことは、地方
では十分な認識とその共有が市民はもとより行政内にも
希薄であったといえる。大仰ではあるが、先の時代から
見て、「事故による突然の鉄道運行休止」は福井にとっ
ての2度目の「転絹為福jとでも言えよう。
(3)えちぜん鉄道再生後の取り組みと今後の展開
2003年10月に現えちぜん鉄道全線が新しい形で運行
再開し、それから約9年が経過した。少なくともこれま
での利用者数推移を見る限り、当初の想定数を上方修正
するほどの利用状況(増加)を示しており、全国有数と
いわれる車依存地域においても鉄道再生ー活性化が十分
可能であることを先ずは実証したといえる。
この背景としては、鉄道事業者のサービス改普自助
努力、沿線市町と連携した積極的な利用促進策の展開に
加えて、運行休止を経験した沿線住民の中に醸成された
鉄道に対する価値意識(マイレール感)、綾持意識があ
SHINTOSHI Vol.6 No.4 2012 79 
る。さらに利用形態から見ると、鉄道利用による生活活
動の拡大(車利用不可能層の外出機会の創出)、活動場
所・目的地の変更(中心市街地(JR福井駅周辺)への
訪問機会士宮)、そして車利用からの転換、観光来訪者の
利用等も利用地の背景にある。このことは、当初期待し
た、生活の質の公平な確保と向上といった福祉面、中心
市街地活性化面、環境面、さらには鋭光といった地域振
興iliに少なからず寄与し得ることを裏付けている。同時
に、そのためには「鉄道事業者による積極的取り組みと
公的主体の積極的関与」というスキームと「地域で支え
るJという人々の意識が不可欠であることをも示したと
いえる。
こうした第二の社会実験ともいえる期間を総括し、
次のステップに向けて本年 (2012)rえちぜん鉄道活性
化連携計画Jの策定に至った。この策定における重要な
ポイントを挙げると、一つには沿線5市町の首長はじめ
策定メンバー全員が、えちぜん鉄道を「生活関連社会資
本Jと位置付けることに合意し、計画策定の出発点にお
いたことである。基礎自治体として、まちづくりはじめ
各種施策(福祉、環境、観光等)を進める上での基盤と
みなし、公としてその運行を担保したことの意義は大き
い。二つには、「鉄道でつながる ひと まーち 。くらしj
という基本理念に見るように、福井市を中心とした沿線
市町をつなぐ基錠とみなし、鉄道を介した連携の推進、
各種施策展開を盛り込んだことである。隣接市町が連携
して取り組むべき施策分野は広がっているにもかかわら
ず、現実はその仕組みそのものも十分でない中で、鉄道
がその一つのきっかけに成り得たともいえる。実際の成
果は今後の展開如何ではあるが、貴重な地域資源を持つ
沿線市町 (三園、あわら、水平寺、勝山)がそれぞれ固
有のまちづくりにより自らを磨き上げ、それが鉄道で結
ばれて地域総体としての魅力、活力が高まることが期待
される。「和して同ぜず」ともいえる広域連携による地
域づくりのきかっけと途を鉄道がもたらしたともいえよ
う。そして、こうした展開がやがて開業する北陸新幹線
の供給効果を地域全体の中に顕在化させることにもなる
のである。地域を挙げての第3の社会実験が始まったと
見たい。
4.地方小都市のまちづくりかう
全国に数多くの地方小都市が点在しており、総人口
規模はともかく、その数、抱える而積でみれば、相当な
割合を占めている。現在地方小都市は、共通して人口減・
少子高齢化、経済活力の低迷等深刻な問題に直面してい
る。しかし、歴史文化伝統、自然風土といった面か
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ら見れば、多種多様それぞれ証二の地域資源を有し、価
値尺度を変えれば前向きなまちづくりの方向が見えてく
る。全国各地で、こうした観，占に立った新しいまちづく
りの取り組みがなされつつあるが、この潮流を本格化さ
せることが、それぞれの小都市のみならず我が国土全体
の再生、活力に結びつくと思われる。
福井地域の小都市においても、固有な魅力的資源を
有し、その資源に着目した自前のまちづくりの兆しがみ
られる。この兆しは、住民の価値観の変化、 NPO等住
民のまちづくりへの参画の高まりに依るところもある
が、都市計画分野での分権化権限移殺が進む中で、首
長を中心とした基礎自治体主導によるところも大きい。
また、市町村都市計画7スタープランの改訂や景観法に
よる計画策定といったプロセスの中で、市町の都市計画
担当者の力量や熱意が確実に高まりつつある。最後にそ
うした事例の一つ、勝山市の取り組みを紹介しておきた
U、。
勝山市は、福井市とはえちぜん鉄道勝山線で結ばれ
ており、東に約 27kmのところに位置する地方小都市(人
口約 2.5万人)である。霊峰白山を中心とする山々を背
景に、悠々と流れる九頭竜川の水辺、河岸段丘にこじん
まりと市街地が形成されている。繊維産業で栄えた時代
はあったが、近年の開発からは取り残されたことによっ
て、故郷の原風景が色濃く残り、素晴らしい跳望景観が
保全されている(写真 1)。加えて、恐竜の化石発掘地
として世界水準の恐竜博物館が立地することとも併せ
て、 2∞2年に歴史、自然、産業、地質・地形といった
各種地域資源の保全と活用をコンセプトとする「エコ
ミュージアム推進」が首長主導の下で掲げられた。以後
ぶれることなく、総合計画、市町村マスタープランそし
て景観計画等の基本コンセプト「エコミュージアムによ
る質の高いまちづくりを目指して」へと繋いできた。こ
写真1 四季折々、素晴ら しい眺望に抱かれた勝山市
一遠景に白山連峰、手前に九頭竜川、
そして銀色に輝く恐竜博物館一
一. .，・一
図2 勝山市特定用途制限地域の指定状F兄(勝山市2010年)
こで紹介したいのは、そうしたコンセプトによるまちづ
くりの担保のーっとして、 2010年に白地地域全体に対
して「特定用途制限地域」指定をかけたことであり、特
に眺望景観保全という観点から「幹線道路沿い環境保全
地域(約71ha)J (用途は基本的に住宅のみ(建築基準
法別表第2 (い)項に掲げる建築物以外の建築物を制
限)， 10 mの高さ制限)の指定 (図2参照)にこぎつけ
たことは注目に値する。素晴らしい価値を持つ眺望景
観(著名な経済誌Forbesによる世界で最も締麗な都市
(The World's Cleanest Cities)ランキング9位(アジア
でトップ))の存在もあるが、そうした第3者の評価を
も契機として、市民のみならず直接の地権者もまちの誇
りや愛着感の源泉としての良質な眺望風景を再評価した
こと、将来の世代に継承するという責務(遺贈価値)意
識が芽生えたこと等が背景にある。その結果が、目先の
土地活用の自由度と引き換えに「私権の制限」を受け入
れたのである。もちろん、揺るがないまちづくりのコン
セプ ト、その実現に向けてのツール(手段)の提示、そ
して行政担当者の粘り強い説得等々が上述したような意
識を厳成したといえる。単に特定用途制限地域を指定し
たという結果ではなく、それに至るプロセスの中で得た
経験、新たな価値観は、行政担当者はもとより市民の中
に共有され、今後の勝山市なりのまちづくりの展開に
とっての大きな資産となるはずである。現行の都市計画
制度においても、様々なツーJレがある。「使うという強
い意志と適切な場とタイミングで使うという知恵」が求
められているといえよう。
さらに付け加えるとすれば、土地(空間)の持つ価
値について再考すべきことを強〈考えさせられる。土地
の持つ経済価値に重きを置き、宅地化や利用の高度化を
指向しすぎたことを考え直し、景観を守るために宅地化
を控える、環境保全という観点から利用のあり方を決め
るといったように、土地(空間)を市場価値だけでなく、
社会的価値、環境価値も加えて総合的にみる視点(空間
価値論")こそが、成熟型社会のまちづくりを目指す今
こそ必要と恩われる。都市計画はその本質において土地
の使い方を適正にコントロールすること、つまり公益の
観点に立って土地に対する私権に制限を加える手立てを
有していることを改めて強〈認識すべきと思われる。
都市をとりまく厳しい社会経済状況への対応、さら
には東日本大震災を契機としたさらなる安心社会への希
求等霊い諜題を背負いつつ、これまでのパラダイムの中
でのまちづくりの痕跡と慣性を超えることが求められて
いる。特に地方中小都市は、自前のまちづくりを本格的
に進めていくという点において、今が端緒でもあり正念
場でもあるといえる。それぞれの都市が、先ずは自らの
足元、地域資源を見据え、何よりも次世代の生活者に恩
いを馳せてまちづくりを進めること、この原点を転換期
の今だからこそ大切にすべきであろう。
(かわかみ ようじ)
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